
令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について

１ 調査の目的

市 川 市 教 育 委 員 会
学 校 教 育 部 指 導 課
令 和 ８ 年 １ １ 月 ５ 日

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学
校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

①児童生徒に対する調査
ア 教科に関する調査

     〔小学校：国語、算数 中学校：国語、数学、英語〕
出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項

イ 質問調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査

②学校に対する質問調査
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の

   状況等に関する質問紙調査

３ 調査を実施した学校・児童生徒数（調査日：令和８年４月２３日）

※1  塩浜学園（前期課程・後期課程）を含む。
※2 学校行事のため、後日実施となった２校は含まない。この場合の調査の結果は、全体の集計からは除外されるが、

採点の上、教育委員会・学校に提供している。

２ 調査の内容

対象学校数  学校数（実施率） 児童生徒数

小学校 ３９校※1 ３９校（１００％） ３，５９３人

中学校 １６校※1 １４校（87.5％）※2 ２，３９１人

４ 市川市としての分析・解釈の方向性

○平均正答率のみに捕らわれることなく、箱ひげ図などにより多面的に分析・解釈

○児童生徒質問及び学校質問は、学力との間に一定の関係（※）がみられる項目を抜粋
し、分析・解釈 (※)相関係数の絶対値が０．２以上であることを目安

○千葉県のデータは、千葉市を含む
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５ 小学校【国語】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

小学校 国語 市川市 千葉県 全国

国語の勉強は得意ですか ５９．６ ６０．１ ６０．４

国語の授業の内容はよく分かりますか ７８．８ ８１．２ ８１．５

「国語の勉強は得意ですか」「授業の内容はよく分かりますか」に対して肯定的な回答をした市川市
の児童の割合は全国及び県平均を下回りました。授業つくりのポイントとしては、①言葉による見方・考
え方を働かせること、②言語活動を適切に位置付けること、③児童が学びを実感できることが大切です。

市川市 千葉県 全国

６３ ６１ ６０．９

【平均正答率】

【正答数の分布】

【児童質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

小学校 国語 市川市 千葉県 全国
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章などを引用して、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫して文章を書いていましたか

７７．０ ７９．０ ８０．７

５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめていましたか

７４．９ ７６．９ ７８．３

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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・全体としては、全国平均を上回る結果となりました。
・正答数の分布は、全国や県と比較して上位層が多い結
果となりました。

・「知識及び技能」（レーダーチャートの（１）（２）にあた
る）、「思考力、判断力、表現力等」（レーダーチャートの
A、B、Cにあたる）は、全国平均を上回りました。

・選択式、短答式の問題は全国平均を上回っていますが、
記述式の問題は、全国平均を若干下回りました。

考えが伝わるよう工夫して文章に書き表すためには、 引用する目的を明確にした上で、本や文章な
どから必要な語句や文を抜き出して書くことが重要です。また、文章を読んで考えをまとめるためには、
文章を読んで理解したことを自分の経験と結び付けることができるように指導することが大切です。



６ 小学校【算数】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

【平均正答率】

【正答数の分布】

小学校 算数 市川市 千葉県 全国

算数の勉強は好きですか ５５．２ ５５．２ ５７．６

算数の授業恵学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか ８９．５ ９０．０ ９１．０

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

市川市 千葉県 全国
５９ ５６ ５６．４

小学校 算数 市川市 千葉県 全国
５年生までに受けた授業では、算数の問題の解き方が分からないときは、あ
きらめずにいろいろな方法を考えましたか

７８．５ ７９．７ ８１．７

５年生までに受けた授業では、算数の授業で、どのように考えたのかについ
て説明する活動をよく行っていましたか

５７．３ ５９．６ ６３．０

【児童質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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・全体としては、全国平均を上回る結果となりまし
た。

・正答数の分布は、全国や県と比較して上位層が
多い結果となりました。

・「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「デー
タの活用」の５領域で、全国平均を上回りました。

・記述式、短答式、選択式の問題全てで、全国平
均を上回りました。

「算数の勉強は好きですか」について肯定的な回答をした市川市の児童の割合は、全国平均を下回りました。学習
内容と日常生活と結びつけることや、児童に問いを持たせて対話や比較検討をすることを通して、「分かった」「でき
た」という成功体験を積み重ねることが、新たな課題に取り組む意欲につながっていきます。

「あきらめずにいろいろな方法を考えましたか」 「どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていまし
たか」について肯定的な回答をした市川市の児童の割合は、全国平均を下回りました。１つの事象を多面的に捉え、
他者に説明する活動は、様々な考えに触れることができ、深い学びにつながっていきます。そのために、複数の解き方
を考えたり、図、式、言葉を使って説明したりする場面を設定することが大切です。



７ 中学校【国語】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 国語 市川市 千葉県 全国
国語の勉強は得意ですか ４６．９ ４８．６ ５１．６

国語の授業の内容はよく分かりますか ７０．９ ７４．９ ７６．８

【正答数の分布】

【平均正答率】
市川市 千葉県 全国

６４ ６４ ６３．９

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1位まで、
千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果を示しています。

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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・全体としては、全国平均と同等の結果となりました。
・正答数の分布は、全国や県と同等の結果となりました。
・「知識及び技能」（レーダーチャートの（１）（２）にあたる）
は、全国平均を上回りました。

・ 「思考力、判断力、表現力等」（レーダーチャートのA、B、
Cにあたる）・選択式、短答式の問題は全国平均を若干下
回りました。

・選択式、短答式の問題は全国平均を上回りましたが、記
述式の問題は、全国平均を下回りました。

「国語の勉強は得意ですか」「授業の内容はよく分かりますか」に対して肯定的な回答をした市川市
の生徒の割合は、全国及び県平均を約５ポイント下回りました。授業つくりのポイントとしては、①育成す
る資質・能力を明確にすること、②言語活動を適切に位置付けること、③生徒が学びを実感できること
が大切です。



８ 中学校【数学】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 数学 市川市 千葉県 全国
数学の勉強は得意ですか ５１．０ ４８．９ ４８．５

数学の授業の内容はよく分かりますか ７１．１ ７２．８ ７４．２

【平均正答率】

【正答数の分布】

市川市 千葉県 全国
５９ ５７ ５７．９

中学校 数学 市川市 千葉県 全国
１、２年生のときに受けた授業では、数学の問題の解き方が分からないときは、あ
きらめずにいろいろな方法を考えましたか

７５．７ ７７．２ ７７．８

１、２年生のときに受けた授業では、数学の授業で、どのように考えたのかについ
て説明する活動をよく行っていましたか

５７．３ ５８．０ ６０．４

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1位まで、
千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果を示しています。

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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・全体としては、全国平均を上回る結果となりました。
・正答数の分布は、全国や県と比較して、点数が高い
値に集中しています。

・「数と式」「図形」「関数」「データの活用」の４領域
で全国平均を上回りました。

・記述式、短答式、選択式の問題全てで、全国平均を
上回りました。

「数学の勉強は得意ですか」 という質問に対して肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は、全国及び県平均
を上回ったものの、「授業の内容がよく分かりますか」については、全国及び県平均を下回りました。身近な事象を授業
に取り入れつつ、「分かる」から「解ける」といった成功体験を増やすことが、理解を深めることや数学の有用性に気付
くことへつながっていきます。

「あきらめずにいろいろな方法を考えましたか」「説明する活動をよく行っていましたか」について肯定的な回答をした
市川市の生徒の割合は、全国及び県平均を下回りました。１つの解き方だけでなく、複数の解き方を考え、比較検討して
いく中で、数学への理解が深まります。また、説明する活動を通して、事象を数理的に捉え、筋道立てて倫理的に考える
力が身についていきます。



９ 中学校【英語】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 英語 市川市 千葉県 全国
英語の勉強は得意ですか ４５．４ ４３．４ ３９．５

英語の勉強は好きですか ５４．８ ５３．３ ５１．２

【正答数分布グラフ】
IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド 縦軸：割合）

【IRTスコア】
市川市 千葉県 全国
５０１ ４９９ ４９９

市川市（公立）

中学校 英語 市川市 千葉県 全国
１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語
で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていましたか ７４．２ ８０．６ ８２．８

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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・全体としては、全国平均を上回る結果となりました。
・正答数の分布は、全国及び県平均と比較して中間層が多い結果となりました。
・「（１）聞くこと」「（２）読むこと」「（３）話すこと［やり取り］」
「（５）書くこと」４技能で、全国平均を上回りましたが、「（４）話すこと
[発表]」は全国平均を下回りました。

・「英語３技能」では、記述式、短答式、選択式の問題で、全国平均を上回りましたが、
「英語話すこと」では、記述式（口述式）は全国平均を下回りました。

「英語の勉強は得意ですか」について肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は、全国及び県平均を
大きく上回りました。また、「英語の勉強は好きですか」について肯定的な回答をした市川市の生徒の割合
も全国及び県平均を上回りしました。日常生活や身近な話題などから生徒が興味を持って取り組める授
業づくりが大切です。

「聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動
が行われましたか」について肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は、全国平均を大きく下回りました。「クラス
メイトに自分の意見を伝える」「ALTに地域の魅力を紹介する」など、伝える対象や目的を明確にすることで、「書く
こと」への意欲を高めます。また、「書くこと」を、文法や語彙を復習するための英作文として取り組むのではなく、「聞
いたり読んだり」した上で、その内容に対する自分の考えや感想などをメモし、始めから完成度の高い英文を求めず、
キーワードの整理、ペアワークでの取組から、要約文や意見文など段階的に取り組む活動が考えられます。



（１）調査の目的

令和３年9月13日
１０ 児童生徒質問調査の主な結果について

市川市 全国
あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか
（雑誌、新聞、教科書は除く）１０１冊以上 ３５．５ ３０．７

あなたは自分がインターネットを使って情報を収集することができると思いますか ８５．０ ８４．９

あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って学校での活動でプレゼン
テーションを作成することができると思いますか ７６．０ ７４．６

市川市 全国
分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫す
ることはできていますか ７５．１ ７９．４

あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成する（文字、コメントを書
くなど）ことができると思いますか ７６．３ ７９．１

あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って情報を整理する（図、表、グラ
フ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか ６５．４ ６９．５

５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか ６６．２ ６６．４

５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん
でいましたか ７４．５ ７７．６

５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え
をまとめる活動を行っていましたか ７１．５ ７３．４

学習した内容について、分かった点や、よく分からない点を見直し、次の学習につな
げることができていますか ７４．０ ７８．４

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでいますか ７７．９ ７９．９

総合的な学習の時間では、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、うまく情報を集め
たり、整理したり、発表したりできていますか ７７．８ ７９．７

【小学校】

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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ICTを活用した学習状況に関わる質問において、「プレゼンテーションを作成することができること」につい
て、肯定的な回答をした市川市の児童の割合は全国平均を上回りましたが、「文章を考えて作成したり、うま
く情報を集めたり、発表したりすること」については、全国平均を下回りました。このことから、ICTを活用して
資料を作成する力が身についている一方で、文章などにまとめたり、収集した情報を整理したり、相手にわか
りやすく伝えたりすることに課題があることが考えられます。各教科において、ICT活用だけでなく、情報を整
理したり、比較したり、関連づけたりしながら、自分の考えをまとめ、表現する学習活動を充実させることが大
切です。

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況については、「学習した内容につい
て、分かった点や、よく分からない点を見直し、次の学習につなげることができるか」について、肯定的な回答
をした市川市の児童の割合は全国平均を下回りました。学習したことを振り返り、自分がどこまで理解できて
いるのか、理解できていないところはどこかを把握することは、その後の学習を進めていく上で大切なことです。
児童が「何が分かったか」「何がまだ分からないか」「次にどのように学ぶか」を自ら捉え、次の学習につなげ
ることができるよう、振り返りを生かした授業づくりを進めていく必要があります。



５年生までに受けた授業では、５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいましたか
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

（１）調査の目的 市川市 全国
あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか
（一般の雑誌、新聞、教科書は除く）１０１冊以上 ３４．８ ３１．２

市川市 全国
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫するこ
とはできていますか ７４．７ ７８．２

あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成する（文字、コメントを書
くなど）ことができると思いますか ７８．２ ８４．８

あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器と使って学校での活動でプレゼンテー
ションを作成することができると思いますか ７８．４ ８０．０

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま
く伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか ６１．０ ６５．５

１、２年生の時に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか ７４．３ ７８．８

１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の
考えをまとめる活動を行っていましたか ６４．２ ７０．８

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ
なげることができていますか ７３．９ ７９．０

総合的な学習の時間では、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、うまく情報を集め
たり、整理したり、発表したりできていますか ７５．７ ８１．７

【中学校】

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

8

ICTを活用した学習状況に関わる質問において、「ICT機器で文章を作成すること」「ICT機器
を使ってプレゼンテーションを作成すること」「総合的な学習の時間にICT機器を使って情報を集
めたり、整理したり、発表したりすること」について、肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は、
全国平均を下回りました。各教科等において、目的に応じてICTを活用して必要な情報を集めたり、
整理したりしながら、自分の考えを文章や資料にまとめ、表現することができるような学習活動を充
実させる必要があります。

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況については、市川市では
「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫できるか」「自分で考え、自
分から取り組めたか」「学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていたか」に
ついても全国平均と比べ低い傾向がありました。さらに、「学習した内容について、分かった点や、
よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげること」についても全国平均を下回っています。
生徒がこれまでに学んだ知識を生かして自分の考えを表現するとともに、学習を振り返る中で、自
分の理解や課題に気づき、次の学習へつなげていけるような授業づくりを進めていくことが大切で
す。



令和３年9月13日
１１ 学校質問調査の主な結果について

市川市 全国
調査対象学年の児童は、礼儀正しいと思いますか ８７．２ ８５．４

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の
考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか ８９．７ ８７．８

市川市 全国
調査対象学年の児童は、熱意をもって勉強していると思いますか ８４．６ ８８．９

調査対象学年の児童は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思います
か ７６．９ ８３．９

調査対象学年の児童は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組むことができていると思いますか ８４．６ ８８．１

調査対象学年の児童は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料
や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができていると思
いますか

７４．３ ７８．９

【小学校】

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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生徒指導等に関わる質問において、「礼儀正しい」について肯定的な回答をした市川市の小
学校の割合は、全国平均を上回りました。一方、「熱意をもって勉強している」「授業中の私語が
少なく、落ち着いている」については、全国平均を下回りました。児童が落ち着いた環境の中で学
習に取り組み、学ぶ意義や楽しさを実感できるよう、一人一人が見通しをもって主体的に学習に
取り組める授業づくりを進めることが大切です。

また、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況では、「学級やグ
ループでの話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかりと伝えること」について、肯定的な
回答をした市川市の小学校の割合は、全国平均を上回りました。一方、「課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組むこと」や「自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立て
などを工夫して発言や発表を行うこと」については、全国平均を下回りました。話し合いを通して
考えを伝え合う対話的な活動や、児童が自ら問いをもち、学習の見通しをもって課題解決に取り
組む主体的な学習をより一層進めるとともに、自分の考えを整理し、相手に分かりやすく表現でき
る授業づくりを行っていく必要があります。



（１）調査の目的

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市川市 全国
調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか ９２．８ ８５．１

調査対象学年の生徒は、礼儀正しいと思いますか １００．０ ９０．４

調査対象学年の生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組むことができていると思いますか １００．０ ８７．２

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の
考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか １００．０ ８９．４

調査対象学年の生徒は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大
切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組めていると思いますか １００．０ ９４．９

市川市 全国
調査対象学年の生徒は、授業中の私語がなく、落ち着いていると思いますか ８５．７ ９０．７

調査対象学年の生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料
や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができていると思
いますか

７１．４ ８１．４

【中学校】
全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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市川市は、生徒指導等に関わる質問において、「熱意をもって勉強している」「礼儀正しい」に
ついて肯定的な回答をした中学校の割合が、全国より高い結果となっています。一方、「授業中
の私語が少なく、落ち着いている」については、全国より低い結果となっています。これらの結果
から、生徒が意欲をもって学習に取り組む姿勢が見られる一方、落ち着いて学習に取り組むこと
ができる環境づくりについては、引き続き取り組んでいく必要があると考えます。

また、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況では、「課題の解
決に向けて、自分で考え、自分から取り組むこと」「学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えること」「友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力
しながら課題の解決に取り組むこと」について、肯定的な回答をした中学校の割合が全国より高
い結果となりました。課題の解決に向けて主体的に取り組んだり、他者と考えを伝え合いながら
協働的に学んだりする授業改善が進んでいると考えられます。一方、「自らの考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うこと」については、全国より低い
結果となっています。今後は、自分の考えをもつことや伝え合うことに加え、相手や目的を意識し、
根拠を明確にしたり、資料や文章、話の組立てを工夫したりしながら、自分の考えをより分かりや
すく表現する力を育成する授業づくりを一層進めていく必要があると考えられます。



学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと
【言葉の特徴や使い方に関する事項】

【課題改善のポイント】
文章を読んで理解したことに基づい

て自分の考えをまとめるという意識は
あるものの、自分の経験を想起できな
かった児童や、文章を読んで理解した
ことと自分の考えや経験を結び付ける
ことができなかった児童がいたと考え
られます。

文章を読んで理解したことと既有の
知識や経験などとを結び付けて考える
ためには、自分の経験を想起する視点
や様々な具体的な経験を共有すること
が手立てとして考えられます。また、分
かったことを整理するよう指導したり、
友達と説明し合う場を設けたりすること
で、筆者が文章で取り上げている内容
の中心となる事柄や、筆者の考えの中
心となる事柄に着目できるようにする
ことも有効です。

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること
【書くこと】

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 79.0  全国 80.0
〈無回答率〉 市川市 4.6  全国 4.1

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 75.2  全国 76.4
〈無回答率〉   市川市 16.6 全国 15.6

【小学校国語】

１２ 課題が見られた主な設問（小学校）
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【課題改善のポイント】
へんとつくりの左右の配置を逆にして解答している児童のほか、同じ部分をもつ「知」と解答

している児童や、「細」などと解答している児童が見られました。
漢字を正しく使うことについては、当該学年に配当されている漢字を漸次書き、文や文章の

中で使うようにし、また書く際には漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすること
が重要です。へんやつくりなど漢字の構成など漢字の形から意味を想像する活動を通して、漢
字の表意文字としての特徴やそのよさに気付けるようにするなど、字形に対する意識を高める
ことが効果的です。

３

２



【小学校算数】

数を四捨五入して、概数で表すことができるようにすること

集計に当たって誤りがないかを確かめ、誤りの有無の根拠を、表やグラフ
などを基に説明できるようにすること

【課題改善のポイント】
表やグラフを読み取って特徴や

傾向を把握する前に、正しく集計で
きているかを確認し、誤りの有無の
根拠を、表やグラフ、集めた資料の
数を基に説明できるようにすること
が重要です。

説明をする際には、表のどの部分
とどの部分を見て判断したのかを
指し示したり、表の数値を用いたり
し、誤りの有無の根拠を他者に適切
に表現できるような活動が有効で
す。

〔選択式〕 〈平均正答率〉 市川市６６．０ 全国６６．５
〈無回答率〉 市川市 １．２ 全国 １．０

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市５４．３ 全国５６．２
                    〈無回答率〉 市川市 ３．９ 全国 3.7
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【課題改善のポイント】
見通しを持ち、四捨五入を用いて概数で表

すことができるようにすることが重要です。、概
数を実感的に捉えられるように、数直線を用い
て数を四捨五入して概数で表す活動が考えら
れます。

「74000」と「75000」のいずれかになると
いう見通しを持ち、どの位を四捨五入すればよ
いのかを理解できるようにすることが大切です。
そして、四捨五入して千の位までの概数で表し
た過程を振り返ることで、ある単位未満のとこ
ろを処理する場合には、その単位の一つ下の
位の数が４以下であるときには切り捨て、５以
上であるときには切り上げることに気付くこと
ができるようにすることが重要です。



互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまと
めること 【話すこと・聞くこと】

【課題改善のポイント】
本問において、「ほうふつとさせる」という別の表現として

「ありありと」「包括的に」「イメージ」など、「ほうふつとさせ
る」という語句の意味の一部を捉えるにとどまった解答が多く
見られました。

語句の文脈上の意味を捉えることの指導に当たっては、ま
ず、語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈における意味を具体
的かつ個性的に捉えることが大切です。また、語句に着目し、
その語句が文や段落においてどのような役割を果たしている
かを捉え、その語句と文章中の他の語句との関係を考えるこ
とも重要です。

そのため、学習において辞書を活用して語句の意味や使い
方に対する認識を深めることが有効です。

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えること
【言葉の特徴や使い方に関する事項】

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 49.5  全国 52.7
〈無回答率〉 市川市 16.1  全国 14.7

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市 32.2  全国 35.2
〈無回答率〉   市川市 21.3 全国 19.8

【中学校国語】

１３ 課題が見られた主な設問（中学校）
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【課題改善のポイント】
互いの立場や考えを尊重しながら話し

合うためには、話合いに参加している者
が、それぞれの置かれた立場や意見が
出された背景について理解しながら話し
たり聞いたりすることが重要です。

結論を導くために考えをまとめるとは、
異なる立場や考えを前提にしつつも、一
定の結論に向かって考えをまとめること
です。一方的に自分の考えを主張するの
ではなく、互いの考えを捉える中で見出
した共通点や相違点、新たな提案などを
踏まえて、話合いが進展するように、自分
の考えが伝わるような発言をすることが
大切です。授業では、ICT機器を用いて
話し合っている場面を録画し、話合いを
振り返る際に活用すると効果的です。

４



【中学校数学】

反比例の意味の理解を深めることができるようにすること

樹形図や二次元の表などを利用して起こり得る全ての場合を数え上げ、
確率を求めることができるようにすること

【課題改善のポイント】
起こり得る全ての場合を数え上げ、それを基にして確率を求めることができるように指導す

ることが大切です。
起こり得る全ての場合を６通りや １２通りなどとしたり、大きいさいころの目と小さいさいこ

ろの目がそれぞれ６と１、１と６の２通りとしたりして、確率を
 1 
6 

や
 1 
12 

、
 1 
18 

などと求めている
場合を取り上げ、起こり得る場合を落ちや重なりがないように数え上げる経験をし、それを説
明するなどの活動が考えられます。さらに、二つのさいころに大小の違いが無い場合でも、二
つのさいころは区別して、起こり得る場合を数え上げることの必要性を活動や対話的な学び
を通して理解できるようにすることも大切です。

〔選択式〕 〈平均正答率〉 市川市５４．７ 全国５５．３
〈無回答率〉 市川市 １．３ 全国 １．１

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市６２．８ 全国６０．２
                    〈無回答率〉 市川市 ５．６ 全国 ４．８
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【課題改善のポイント】
反比例の表から二つの数量の変化や対応の特徴を捉えたり、それらの特徴を基に 𝑥𝑥 の値に対

応する 𝑦𝑦 の値を求めたりする活動を取り入れ、反比例の意味の理解を深めることが大切です。
単に空欄に当てはまる数を求めるだけでなく、その数である理由を反比例の性質などを基に説

明する活動を取り入れることが考えられます。説明をする際には、𝑦𝑦 ＝ 𝑎𝑎 𝑥𝑥 という式で表されること

や、「𝑥𝑥 の値が２倍、３倍、･･･になると、 𝑦𝑦 の値が
 1 
2 

倍、
 1 
3 

倍、･･･になる」や「 𝑥𝑥 と 𝑦𝑦 の積が一定
である」といった性質を基にし、反比例について振り返ることが大切です。



【中学校英語】

説明の要点を捉え、話し手が最も伝えたいことを判断すること 【聞くこと】

【課題改善のポイント】
ここでは、まちの現状、改善のための取組、取組の成果も述べられています。個々の情報を聞き

取るだけでなく、話全体を通して何を訴えているかを捉えることが必要です。
授業では、短い説明を聞いた後、聞き取った情報を「現状」「取組」「成果」などに分け、「結局、

話し手は何を伝えたいか」を考えます。発表全体の流れや、表現を変えて繰り返された内容を手
掛かりに要点を選び、その選択理由を友だちに説明する活動が考えられます。

【課題改善のポイント】
ここでは、昼食後に１５分間休むという提案を聞いた上で、賛成・反対などの自分の考えと、

その理由の両方を話すことが求められます。考えだけで理由が続かない解答や、無回答が見
られました。

授業では、聞いた提案を自分の言葉で確かめ、賛成・反対などの考えと、その理由をキー
ワードで整理します。伝えたい内容に合う既習の語句や文を選んでペアで話し、相手に理由が
伝わったかを確かめて言い換えます。発話を見取り、提案の理解、理由の発想、英語での表現
のどこでつまずいたかに応じて支援することが大切です。
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〔選択式〕 〈平均正答率〉 市川市 53.0 全国 55.6
〈無回答率〉 市川市 0.3 全国 0.2

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 20.6 全国 25.8
                    〈無回答率〉 市川市 24.9 全国 17.0

聞いた意見を踏まえ、自分の考えを理由とともに伝える 【話すこと（発表】
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